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神奈川県内の乳用牛の乳中尿素窒素濃度及び乳蛋白質率の実態

秋山清・折原健太郎・水宅清二・平井久美子

Actual Milk Urea Nitrogen and Milk Protein of Lactating Holstein Cows in Kanagawa Prefecture

Kiyoshi AKIYAMA, Kentarou ORIHARA, Seiji MIZUYA and Kumiko HIRAI

飼養管理の改善により乳用牛の繁殖成績向上を図るため、平成18年4月から

平成21年3月の県内酪農家のバルク乳の乳蛋白質率及び乳中尿素窒素濃度（M
UN）の実態を調査した。全バルク乳(36,776検体)の平均は乳蛋白質率で3.25
±0.17％、MUNで11.54±2.48mg/dlであった。乳蛋白質率は季節により変動を

示したが、MUNは顕著な変化は示さなかった。過去１年間の牛群の分娩間隔

が上位の牛群検定農家に比べて、分娩間隔が下位の牛群検定農家では、乳蛋白

質率及びMUNのばらつきが大きく、栄養の充足に課題のあることが推察され

た。
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乳用牛の初回授精日数や分娩間隔等の繁殖成績

は全国的に悪化の傾向が続いている。酪農経営に

おいて、分娩間隔の延長は生乳出荷量の減少によ

る経済的損失が大きく、生産コストの低減のため

には繁殖成績の改善が必要である。繁殖成績の悪

化の原因のひとつとして、分娩前後の栄養充足状

況と分娩後の卵巣及び子宮機能の回復との関連が

考えられ、飼養管理の改善による繁殖成績の向上

が望まれている。

平成18年4月より神奈川県酪農業協同組合連合

会が県内酪農家のバルク乳及び牛群検定乳につい

て、これまでの乳成分値に加えて乳中尿素窒素濃

度（以下、MUN）の測定を開始した。MUNは

牛が飼料として摂取した蛋白質の最終分解産物で

あり、ルーメン内で利用されなかった蛋白質の量

を表している。すなわち、飼料中の蛋白質が過剰

の場合や微生物蛋白質の合成に必要な糖やでんぷ

んなどが不足した場合にはMUNは高値となり、

飼料中の蛋白質が不足した場合や非分解性蛋白質

の割合が高い場合にはMUNは低下することが知

られている。

そこで、乳成分値を指標とした飼養管理の改善

を図るため、県内酪農家のバルク乳の乳蛋白質率

及びMUNの実態と繁殖成績との関連を調査し

た。

材料及び方法

神奈川県酪農業協同組合連合会生乳検査室で測

定した乳蛋白質率及びMUNを用いた。バルク乳

は平成18年4月から平成21年3月までの県内酪農家

（384戸）の月3回の測定値（36,776検体）を集計

した。また、繁殖成績は乳用牛群検定実施農家75
戸の平成18年度の検定成績のうち、過去1年間の

分娩間隔の平均値を用いた。

結果及び考察

乳成分値のうち、乳蛋白質率は摂取エネルギー

の過不足を表し、MUNは摂取蛋白質の過不足や

蛋白質とエネルギーのバランスを表す指標とされ

ており、乳蛋白質率の推移はMUNの推移と拮抗

すると言われている１）。

期間中の全バルク乳の乳成分値の概要を図１、

図２、表１に示した。平成18年4月から平成21年
3月までのバルク乳の乳蛋白質率は3.25±0.17％、

MUNは11.54±2.48mg/dℓであった。この値は千

葉ら２）（13.22±1.88mg/dl）、布藤ら３）（12.67±
2.59mg/dl）の報告より1～2mg/dl程度低く、田

中ら１）の報告（11.2±3.8mg/dl）と同程度の値で
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図１ 乳蛋白質率の分布 図２ MUNの分布

図３ 乳蛋白質率及びMUNの推移

（平均値±標準偏差）
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 表１　バルク乳成分
乳成分 平均 標準偏差
乳蛋白質率(%) 3.25 0.17
MUN(mg/dl) 11.54 2.48
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あった。

乳蛋白質率及びMUNの推移を図３に示した。

３年間を通じて乳蛋白質率は春から夏の気温の上

昇に合わせて低下し、夏以降に上昇した。これは、

気温の上昇により飼料摂取量が低下したことに起

因するTDN量の不足によるものと考えられ、気

温の低下する夏以降に飼料摂取量が回復したこと

を受けての上昇に転じたものと考えられ、織部ら
４）も同様の結果を報告している。MUNについて

も栄養充足と相関の高いことが知られているが、

本研究では季節による顕著な変化は認められなか

った。

今回集計した全バルク乳の測定値の平均値と標

準偏差から、県内酪農家の標準値は乳蛋白質率3.
1～3.4％、MUN9～14mg/dlと設定した。設定し

た標準値を用いて牛群検定農家の繁殖成績と乳成

分値の関わりを図４から図７に示した。過去１年

間の牛群の分娩間隔が上位の農家（10戸、平均

分娩間隔399.3日）の乳蛋白質率及びMUNの分

布は、それぞれの乳成分値が標準値の範囲に分布

した検体が71.7％を占め、ばらつきは少なかった

（図４、５）。一方、分娩間隔が下位の農家（10
戸、平均分娩間隔511.6日）では、標準値の範囲

に分布した検体は42.9％であり、上位農家に比べ

て乳成分値のばらつきが大きいことが確認された

（図６、７）。

このことについて、本試験では個々の農家の飼

養管理状況等を調査していないため明らかなこと

は言えないが、乳成分値のばらつきが大きいこと

から、年間を通じて給与飼料の量や質に変動があ

ることや、エネルギーや蛋白質の充足のバランス

が不均衡であること等が原因と考えられる。一方、
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分娩間隔が短く繁殖成績が良好な農家では乳成分

値が標準値の範囲内に分布した検体が多く、牛群

に対して適正な飼料給与が行われ、年間を通じて

その変化が少ないことがうかがえる。

布藤ら３）は、乳蛋白質率およびMUNの基準値

を3.0～3.3％および10～15mg/dlと設定し、牛群

検定農家の乳成分値を分析したところ、平均分娩

間隔410日以下の農家は乳蛋白質率とMUNのば

らつきが少なかったが、分娩間隔500日以上の農

家は値のばらつきが大きく、本研究と同様の傾向

の見られることを報告している。また、Butlerら
５）は、乳牛へのMUNの上昇を導く過剰な蛋白質

の給与が子宮内pHや血中黄体ホルモン濃度の低

下により受胎率の低下を招くことを指摘し、栄養

充足の適正化が繁殖成績の向上につながる可能性

を指摘している。

木原６）はMUNと乳蛋白質率の適正範囲から作

成した相関表（Nelson７））を利用して、農家毎に

栄養バランスの問題点を把握し飼料給与の修正す

ることにより繁殖成績、出荷乳量、疾病発生の改

善に取り組み効果を上げたことを報告している。

県内ではバルク乳成分の測定は月3回行われ、

体細胞数や細菌数は乳房炎や搾乳衛生のモニタリ

ングに活用されている。一方、乳蛋白質率やMU
Nは栄養の充足を表す指標とされるが、県内での

基準となる値が示されていなかったことから、指

導等に利用されていない状況であった。今後、県

内において乳成分値を利用した飼養管理の改善が

取り組まれることが予想されるが、乳蛋白質率や

MUNは、牛群構成、泌乳量、飼料給与方式等、

さまざまな要因により変動することも指摘されて

おり８）、乳成分値以外のモニタリング項目を合わせ

て検討することが必要と考えられる。
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